
                                                                                          

文部科学省認可通信教育

ばっけ
第１００号

発 行 令和４年１月

放送大学秋田学習センター

ＴＥＬ ０１８－８３１－１９９７

放送大学秋田学習センター所長　西田　眞

   『「ばっけ」第１００号によせて』

 1996 年(平成 8 年)4 月、秋田大学鉱山学部附属鉱業博物館（当時）に「秋田地域学習セン

ター準備室」が開設され、同年 9 月には大勢のご来賓と関係者列席の下に開所式が挙行さ

れました。開所式当日、紅白の幕に囲まれた「放送大学」と「秋田地域学習センター」の看板

からは晴れやかな気持ちが伝わってきました。開所翌月には選科履修生と科目履修生併せ

て 279 名が入学し、秋田地域学習センターの活動がスタートしました。なお、1998 年 4 月に

秋田学習センターへと名称は変更され、2001 年 3 月現在地に秋田大学との合築棟が竣工

し、今日に至ります。 

 さて、機関誌「ばっけ」第 1 号は 1997 年 1 月に創刊されました。創刊号は、秋田地域学習

センター長・初代秋田学習センター所長 安部信夫先生の「雪国の春はふきのとう（ばっけ）

の息吹から始まります。」との言葉に始まり、学生研修旅行の報告、学生の方からの寄稿、

そして「単位認定試験のお知らせ」から構成されています。爾来、学生の皆さんと秋田学習セ

ンターとを繋ぐ機関誌として 25 年にわたり刊行され、この度第 100 号の節目を迎えることが

できました。 

 この間、放送授業は CS デジタル放送から BS デジタル放送となり、現在は BS231ch・

BS232ch・BS531ch の 3 つのチャンネルで学ぶことができます。再視聴方法はビデオテープ

から DVD へ、そしてインターネット配信へと変更され、「オンライン授業配信」そして「同時双

方向 Web 授業（通称：ライブ Web 授業）」も開設されるなど、ICT 技術の進歩に伴い変遷を遂

げています。対面で実施されてきた面接授業も、コロナ禍にあって不測の事態発生時には、

一部の授業は Web（Zoom)で開講されるなど、柔軟に対応しております。 

 一方、単位認定試験は、「ばっけ」創刊号に記されていたように、学習センターを試験会場

として実施するスタイルが 2019 年度 2 学期まで継続されました。しかし、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大に伴い、2020 年度第 1 学期から 2021 年度 2 学期までの単位認定試験

は代替措置として自宅受験に変更され、2022 年度第 1 学期の単位認定試験は「Web 受験方

式」を基本（一部の科目のみ「郵送受験方式」）として実施されることも最近公表されました。

この様に新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機に放送大学の単位認定試験実施方

法の改善も進んでいます。 

 新型コロナウイルス感染症のもたらす社会的影響に加え、ICT、AI や VR 技術の進歩が目

覚ましい時代にあって、これから先「学びの世界」がどの様な変遷を遂げるか想像の域を出

ませんが、そうであるが故に忘れてはならないのが多様な学生の存在です。 

 機関誌「ばっけ」は学生と秋田学習センターを物理的に繋げ、絆を保つ重要な役割を担っ

ていると確信します。ICT が日常化した時代で有るが故に、インクの匂いを醸し出す印刷物

に接し、一時を共有することも必要ではないかと思慮します。「ばっけ」第 100 号は通過点に

過ぎません。学生と秋田学習センターを繋ぐ貴重なコミュニケーションツールとしての「ばっ

け」を、これから先も大いに活用して頂きたいと願う次第です。 



平成30年2月 秋田学習センター講義室において

特別講演会の様子

平成21年12月 秋田学習センター・秋田県立図書館

連携セミナーの様子
平成24年4月 入学者の集いの様子

令和2年10月 秋田学習センタータウンミーティングin

能代の様子（コロナ感染拡大防止のためマスク着用）

平成8年9月 秋田地域学習センター開所式の様子 平成13年3月 新棟秋田学習センター竣工式の様子
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平成9年1月発行「ばっけ」第1号 秋田地域学習センター長

初代秋田学習センター所長 安倍信夫先生巻頭言

平成14年1月発行「ばっけ」第21号 秋田学習センター

第2代所長 徳田弘先生巻頭言

平成15年5月発行「ばっけ」第25号 秋田学習センター

第3代所長 奥山藤志美先生巻頭言

平成22年1月発行「ばっけ」第52号 秋田学習センター

第5代所長 吉﨑克明先生巻頭言
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　      秋田学習センター第４代所長　　　澤田　雅

｢われらどこから来てどこへ行くのか｣を問いながら

放送大学秋田学習センター所長

澤 田 雅
ただし

あけましておめでとうございます。

新しい年が皆様にとりまして幸多い年

。でありますようにお祈り申し上げます

昨年は秋田学習センターの開設 周10
年にあたり、記念事業として学長の丹

保憲仁先生をお招きし、 月 日に11 19
秋田県生涯学習センターで記念特別講

演会を開催いたしました 「水と緑と大。

都会」という演題で、増え続ける世界

の人口、そして肥大化する都市におけ

る水問題を中心に環境についてお話い

ただきました。現代社会の、金銭を尺

度とした価値観に警鐘を鳴らすととも

に、環境を守るためには、日常生活に

おいてサービスの一方的な受給者に甘

んじるのではなく、自らも環境負荷を

軽減する行動をおこすべきであるとの

主張をなさいました。

講演会の数日前に所用で東京工業大

学の長津田キャンパスを訪問した際、

冷凍保存されているシーラカンスを見

4る機会を得ました シーラカンスは約。

、億年前から姿形が変わらず生存し続け

｢生きた化石｣といわれています。私が

見た個体はタンザニアから東京工業大

学の岡田典弘教授に贈られたもので、

体長 ｍほどで頑強そうな胸鰭を持1.5
っていました。この鰭が魚類から陸生

の四肢動物への進化過程の有力な手が

かりになると考えられ、進化系統学的

研究が盛んに行われてきました。大変

珍しいものを見ることができ、幸せな

気分になりましたが、 メートルの200
深海に住み、かつてはめったに捕獲さ

れなかったシーラカンスが、最近はか

なり頻繁に捕獲されるようになったと

いう話を聞くにおよび、地球表面で起

りつつある環境の変化が深海にまで及

んでいるのではないかという不安を覚

えました。

月 日付けの朝日新聞に、経済11 21
成長が著しい中国などアジアの開発途

上国で、二酸化炭素を主とする温室効

4果ガスの排出量が急増しており あと、

年で中国がアメリカを抜き、世界一の

二酸化炭素排出国になるであろうとい

う記事が掲載されていました。 年2005
に発効した｢京都議定書｣では、 ～2008

年における排出削減を先進国だけ2012
に求め、途上国にはその義務を課して

いませんが、これは｢エネルギー消費削

減は貧困解消や発展の妨げになる。｣と

いう途上国側の主張が背景にあるため

ですが、これだけ急速に排出量が増え

ると 年以降の削減ルールでは途上2013
国の努力を盛り込むことが必要と思わ

れます。中国は話し合いのテーブルに

着くことさえ渋っていますが、一人当

たりの排出量をみると 年時点で中2004
国はアメリカの 分の でしかありま5 1
せんし、 年時点でも 分の 程度2030 3 1
と予想されますので止むを得ない面も

あります。丹保先生がおっしゃるよう

に環境問題は人口急増にその根源があ

るといえます。

以上、最近見聞した環境関連の三つ

のことを述べました。年頭にふさわし

くない重い話題になってしまったかも

しれませんが、この一年 「環境」の二、

文字を頭の隅において放送大学学歌に

「 」ある あまたの星々のなかのこの地球

の未来を考え、｢われらどこから来てど

こへ行くのか｣を問いながら過ごしたい

と思います。

平成19年1月発行「ばっけ」第40号

秋田学習センター第4代所長 澤田雅先生巻頭言

平成18年11月 秋田学習センター

開設10周年記念特別講演会の様子

「ばっけ」第 100 号おめでとうございます。長年にわたり発行に尽力なさってこら

れた職員の皆様に敬意を表し、感謝申し上げします。 

「ばっけ」の主目的は学習に必要な情報を学生に知らせることですが、その顔と

もいうべき巻頭言には、所長や客員の先生方による興味深い御専門のお話や学

習方法に関する貴重な御助言が掲載されていて、毎号楽しく読ませていただいて

きました。 

私は所長退任を機に秋田学習センターの学生になりましたので、いままで「ばっ

け」は毎号自宅に送られていました。いつか機会を見て秋田での面接授業や研修

旅行に参加したいと思いながら望みを果たせぬまま 12 年が過ぎてしまいました。

Covid-19 の蔓延と体力の衰えのため、長距離の旅行ができなくなりましたので秋

田に行くことは無理と考え、2021 年 2 学期に埼玉学習センターに転籍いたしまし

た。今後は「ばっけ」の送付を受けられなくなりましたが、ホームページで読ませて

いただくつもりです。 
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　　秋田学習センター第６代所長　　　井上　浩

平成27年１月発行「ばっけ」第72号

秋田学習センター第6代所長 井上浩先生巻頭言

平成28年10月 秋田学習センター

開設20周年記念式典の様子

『「ばっけ」第 100 号を祝う』 

 秋田学習センター所属学生さんへの定期的で貴重な情報伝達の媒体として、セ

ンター機関誌の第 100 号発行をお祝い申し上げ、「ばっけ」の継続にご尽力されて

いる歴代所長はじめ事務方のご努力に感謝致したいと思います。 

 学生諸氏・ご関係各位には機関誌の記事を楽しみにして学ばれていると思いま

す。最近の新型コロナウイルスパンデミックのために、濃密な接触を伴う面談が制

限され、社会のオンライン化が進みました。 

 放送大学が得意分野とする通信教育の威力は増していると考えられます。一方、

対面形式の授業や面談の効果も貴重な学びの機会であり、その工夫も行われて

いると思いますが、「ばっけ」のような情報伝達媒体は貴重なものです。放送大学

の学習内容や方法が変わって来ていますが、“学びの場としての継続”は貴重な

ものです。“継続を力に”と今後ますますの発展を祈念しています。 
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　この度の機関誌「ばっけ」第100号発行、誠におめでとうございます。
放送大学秋田学習センターに関わるようになり、学位記授与式・入学者の

集いで学歌を斉唱する度に身が引き締まる思いをしております。
それは心に響く歌詞があるからです。「生きるとはまなぶこと まなぶのはた

のしみ　知は光　みどりの未来を　展くため」
　「生きるとは知ること　知ることはよろこび　知は力　よりよい生を拓くため」
　この歌詞を心に刻み、共に学んでいきましょう。

「ばっけ」の第100号の発行となりました。世の中はデジタルにシフトしており
ますが、本誌は旧来からのアナログな刊行物です。何でもネットという時代に
あって、何か安心できるような気がするのは私だけでしょうか。手元に置いて
いつでも必要なとき、気が向いたときにパソコンなしで読める便利さがありま
す。内容も充実しており情報も満載です。
学生の皆さんには本誌を有効に活用し、今後の学習に役立てて頂きたいと

願っております。

　第100号の発行、おめでとうございます。
それを知って、改めて第99号を拝読させていただきました。本誌は、学生の

みなさん、講師陣、事務の方々など多くの力が合わさって出来ており、知識や
情報だけでなく大学に関わる人々の思考や願い、悩みを共有する場にもなっ
ていると感じました。私も、何度か頭を悩ませ（そして原稿の遅延を心苦しく思
い）ながら執筆しました。それでわずかでも、本誌に貢献できたなら喜ばしい
ことです。

放送大学客員教授　今野  和彦

放送大学客員教授　中野  良樹　

放送大学客員教授　若狭  正彦
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2018年に客員教員になって以来、私も「ばっけ」に何度か寄稿させていただ
きました。面接授業や試験の案内、履修手続きやその他の連絡事項など、学
習上の重要な情報を学生に伝える「機関誌」ですが、秋田学習センター所長
や客員教員の横顔がうかがえる「読み物」としても楽しんでいただけていれば
幸いです。
記念の第100号ということですが、まだ100号。これからも学習センターと学生

の皆さんとをつなぐ存在として末永く続いてほしいと思います。

「ばっけ」第100号の発行、心よりお祝い申し上げます。コロナ禍で授業の在り
方、学習の在り方を再考する中で、放送大学のシステムの素晴らしさに改めて気
づかされているところです。
着任して半期と少したちましたが、ゼミでは様々な年代の方とかかわることがで

き、生涯にわたり学ぶことの大切さや楽しさを実感しています。
これからも皆様と一緒に学び続けていきたいと思っておりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。

　　　　　放送大学客員准教授　堀江　さおり

　　　　　　放送大学客員准教授　大西　洋一

予告
秋田学習センターオリジナルスタンプ作成中！！

放送大学では、全国57ヵ所の学習センター・サテライトスペースそれ

ぞれのイメージキャラクターとして、「全国ご当地まなぴー」を使用して

います。

現在、秋田学習センター来所の際に利用できるオリジナルスタンプ

を作成中です。

どうぞ、お楽しみに。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名誉学生　　　佐藤　満雄

「ばっけ」第100号おめでとうございます。「ばっけ」第1号が、平成9年1月
に発行され25年目を迎えられたと思います。
私が、平成9年4月に入学して以来今日迄、秋田学習センターの諸動向に

つきまして迅速、正確かつ定期的にお知らせを頂き、学ぶ為の大切な情報
源として拝読しております。西田所長のご配慮により毎号ご送付頂き、とて
も感謝しております。これからも紙文化による大切な情報伝達誌として、発
展されますよう祈念いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名誉学生　　　加賀谷　勲

『「ばっけ」第100号達成』おめでとうございます。私は、平成13年1学期に
入学しました。学習センターが秋田大学鉱業博物館から現在に移った年で
す。「手引き」と「ばっけ」第17号と第18号を頂きました。
第17号には秋田学習センターに全科履修生を受け入れてから、初めて4

名が卒業したと記されています。第18号には「21世紀の幕開けにふさわし
い・BIGなお年玉！」と新棟秋田学習センター（4階フロア）の案内図が掲載
されています。「ばっけ」は懐かしい夢の様な記録の凝縮です。
客員教員の先生、事務の方、学生仲間、サークル、同窓会、研修旅行、

野外学習、ゼミ、放送大学を中心に人の輪が広がりました。時が流れ、去
る人来る人、それでもいつまでもそこに居たいのです。それが私の希望な
のです。「ばっけ」が末永く発展していくことを祈念します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名誉学生　　　奥山　良一

1999年春、私は健康を害し55才で退職した。これからの日々をどう過ごす
かと苦悩し、一抹の不安を抱えながら「生き甲斐」「安らぎ」を願い選科生と
して入学した。当時、学習センターは環境のよい鉱業博物館。向学心旺盛
な大勢の学生が和気藹藹と語り合い、活気溢れていて居心地よかった。
　心配は杞憂となり、翌年全科生になり2014年3月まで15年在籍した。
科目選択は雑学方式。毎週4日間の電車通学、9時から15時30分テープ

等で受講し、構内では秋田大学の学生達と行き交う快適な学生生活を堪
能した。6コース、295科目を通して直接・間接的に多くの先生方による講
義、指導を受けることで「人として生きる」を教わったと思っている。

8年過ぎた今も、放送大学は心のオアシスと感謝している。コロナ禍の
今、独学が静かなブームらしい。私も卒業記念に、神田で求めた古本250
冊をゆっくりと楽しもうと思っている。

　『電車通学の15年（思い出）』

　『祝第100号達成！！！』

　『「ばっけ」第100号記念メッセージ』
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全科履修生　　　相馬　明日香

　この記念すべき第１００号に、寄稿させて頂き光栄です。
　皆様も、様々な経緯で勉強されていると思います。
私は、幼い頃から勉強が不得意でした。だからこそ、現在放送大学で学ん

でいることが今でも不思議です。
そんな私が、勉強しようとしたきっかけは尊敬する母です。愛に溢れる、笑

顔の似合う母でした。そんな母が、突然病気で他界し、遺品を整理出来ず７
年が経ちました。ようやく、心の整理をつけて遺品を整理していたときに、放
送大学のパンフレットが出てきました。前々から、母は何度も放送大学の資
料を請求していて、入学したら福祉コースで学びたいという話を何度も話して
いました。話をしていた母が、とても生き生きしていたので忘れられなかった
です。そこで、私は大好きな母が学びたかったことを学んでみようと思い入学
しました。福祉だけではなく様々な勉強をすることができ楽しいです。
しかし、私が思っていた以上に、働きながらの勉強は大変で心が折れそう

になることもあります。幸い、放送大学の先生方はじめ事務の方々がとても
親切で、何を質問しても優しく丁寧に対応してくださいます。
また、定期的に送られてくる秋田学習センター機関誌「ばっけ」を読んで、頑

張っているのは自分だけじゃないんだと思い直すきっかけを頂いているような
気がします。さらに、面接授業で度々会う方々と仲良くなり、放送大学内・外
でも励まし合うことができ大変感謝しております。この場をお借りして御礼申し
上げます。
　皆様のおかげで、順調に勉強が進んでおり、新たな目標も出来ました。
　今後ともよろしくお願いします。

　機関誌「ばっけ」第100号記念、おめでとうございます！
　とても嬉しい限りです。
「ばっけ」を通して秋田県内の仲間の思いや、客員教員の先生方の近況・研

究を知ると、私も頑張ろうと思います。
放送大学に入学して１年半が過ぎました。ここで歴史・民族・文化を学ぶ会

や、事務職員、先生方に出会いました。今、秋田学習センターは私の居場所
の一つになっています。そして、ユニセフのボランティアや他大学との交流
で、可能性を広げることができています。
大学生活を通して、私自身の未来はもちろん、世の中全体のためになると

いう目標を見つけました。

　『「ばっけ」第100号おめでとうございます。』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全科履修生　　　加藤　理子
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試験日程   ２０２２年１月１４日（金）～２１日（金）

単位認定試験問題について

教養学部・大  学  院

答案提出期限   ２０２２年１月２１日（金）消印有効

単位認定試験実施方法

試験問題は、放送大学ホームページからリンクを貼り、科目別の試験問題を掲載します。 ※試験期間中の試
験問題公開ページへのアクセスには専用の「ユーザー名（ID）」と「パスワード」が必要です。期間中であれば何
度でも閲覧可能です。期間中に答案を作成し、返送用封筒にて大学本部へ郵便で提出してください。

通信指導の添削結果と受験票について

通信指導の添削結果が１２月下旬から１月上旬に大学本部から科目ごとに送付され、同時期に別送
付される｢受験票｣によって合否が通知されます。なお、添削結果より先に受験票が届く場合もありま
す。

※学部・大学院ともに択一式科目（併用式科目の択一部分）と、記述式科目（併用式科目の記述部分）は１月上
旬になっても添削された通信指導の返送がない場合は、大学本部≪TEL：０４３－２７６－５１１１（総合受付）≫に
連絡してください。

　単位認定試験実施スケジュール

○１２月末～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・答案用紙、返送用封筒等一式発送

学籍があれば（継続入学を含む）、次学期に限り自動的に再試験科目が再登録され、試験を受けることができま
す。ただし、３月末日で学籍が切れる方は、継続入学の手続きを行わなければ再試験を受けることができませんの
でご注意ください。

　　 　　　　※事前に周知していた試験日程とは異なります。配布済みの授業科目案内やシステム
　　　　　　　　WAKABAの時間割などは、変更前の日程で記載されていますので、期間をお間違え
　　　　　　　　のないようご注意ください。

　２０２１年度第２学期単位認定試験は、自宅受験での実施となります。

○１月２１日（金）（消印有効）・・・・・・・答案提出期限

「ユーザー名（ID）」と「パスワード」については、答案用紙、返送用封筒等一式の発送時にお知らせします。１月
７日（金）までに届かない場合は、大学本部≪TEL：０４３－２７６－５１１１（総合受付）≫に連絡してください。

Web上で試験問題を閲覧する環境がない方、またWeb環境はあるがプリントアウトができない方は、主要コンビ
ニエンスストア設置のコピー機でプリントサービスを利用して印刷してください。（有料サービス）

成績通知

　２月下旬以降、試験結果を通知します。成績発表は、システムWAKABAと郵送にて行います。
　　　　　　　　　　成績評価は、Ⓐ（１００～９０点）A（８９～８０点）B（７９～７０点）C（６９～６０点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　Ⅾ（５９～５０点）E（４９～０点）の６区分となり、C以上が合格です。

再試験について

○１２月末～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・受験票発送
○１月１４日（金）～１月２１日（金）・・・単位認定試験実施期間

○２月下旬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・成績通知発送（予定）

年度第 学期単位認定試験について
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 ◎引き続き次学期に学籍がある方 ◎今学期（3月末）で学籍が切れる方

  ◕ 全科履修生  ◕ 選科履修生（2021年　4月入学）

  ◕ 選科履修生（2021年10月入学）  ◕ 科目履修生（2021年10月入学）
  ◕ 修士全科生  ◕ 修士選科生（2021年　4月入学）
  ◕ 修士選科生（2021年10月入学）  ◕ 修士科目生（2021年10月入学）

 ◎郵送による科目登録 ◎郵送による出願
  　2022年2月13日（日）～ 　第1回2021年11月26日（金）～2022年2月28（月）私書箱必着
　　　  　　　 　2月27日（日）本部必着 　第2回2022年 3月  1日（火）～2022年3月15（火）私書箱必着

 ◎システムＷＡＫＡＢＡによる科目登録 ◎システムＷＡＫＡＢＡによる出願
　  2022年2月13日（日）～ 　第1回2021年11月26日（金）～2022年2月28（月）24時
　　　　　  　 　　2月28日（月）24時 　第2回2022年 3月  1日（火）～2022年3月15（火）17時

対象学生

申請期間

学生の種別、学籍の有無によって申請時期が異なります。

学生証で確認のうえ、送付されている書類をよく読んで手続きをしてください。

科　目　登　録 継　続　入　学

◎次学期に再試験のみ希望する方も手続きが必要です。

◎選科・科目履修生が全科履修生に出願する場合は継続入
   学用の募集要項で出願することはできません。「全科履修
   生出願票」で出願してください。

◎継続入学の方が面接授業を希望する場合、科目登録期間
   内のシステムWAKABAによる出願、または学期開始後に
   追加登録をしてください。

提出書類 科目登録申請票 継続入学用出願票

注意事項

◎面接授業の科目登録を希望される
   方は同時に申請してください。

◎申請開始の８日前になっても要項
   が届いていない場合は学習センタ
   ーまで連絡してください。

年度第 学期科目登録と継続入学について

　科目群履修認証制度「放送大学エキスパート」について

履修証明制度とは
学士などの学位とは異なる、社会人などを対象とした新しい履修・学習の証明が「履修証明」です。2007年

度の学校教育法改正によって誕生した制度で、大学などが、一定のまとまりのある学習プログラム（履修証
明プログラム）を開設し、修了者に対して、法に基づく履修証明書を交付できるようになっています。プログラ
ムの内容は、さまざまです。

何が認められるの？
放送大学が指定する特定の授業科目群を履修することで、ある分野に対して目的や関心を持ち、そのため

の学習を体系的に行なったことが認証されます。履歴書にも記入できます。

取得するには？
プランごとに指定された認証取得条件（プランによって異なります）を満たして申請すると、「認証状」

と「証明書」の他、希望者には携帯できる「科目群履修認証カード」が交付されます。申請には、いずれも手
数料が必要です。 なお、本制度は放送大学の卒業要件ではありませんので、必ず取得しなければならな
いものではありません。

   ※詳しくは、放送大学ホームページまたは秋田学習センターでリーフレットを配布しておりますのでご利用
      ください。
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放送大学の大学説明会を、令和４年１月２２日（土）、２月２０日（日）に秋田学習センターに
おいて開催いたします。皆様の身近に、働きながら学んで大学を卒業したいもしくは学びを楽
しみたいと考えている方はいらっしゃいませんか？そういった方に、大学説明会および相談会
が行われることをお話しいただければ幸いです。

（第1回は、令和3年12月19日（日）に終了しております。）
　 第２回　日時：令和４年１月２２日（土）１３：３０～１５：００
　 第３回　日時：令和４年２月２０日（日）１３：３０～１５：００

内容：大学説明・施設案内・個別相談
開催場所・問い合わせ先・申込先：放送大学秋田学習センター
　　　　　　　　　　　　　　　　              〒010ー8502　秋田市手形学園町１－１
　　　　　　　　　　　　　　　　              （秋田大学内）地方創生センター2号館4階
　　　　　　　　　　　　　　　　              Tel 018-831-1997   Fax018-837-4885

※参加ご希望の方は、事前にご一報いただければ幸いです。また、大学説明は上記以外でも
   随時行っております。ただし、月曜日・国民の祝日・年末年始（12月28日～1月3日）は閉所と
　 なっておりますのでご了承ください。
※ご来所の際は、コロナ感染防止のためマスク着用でお願いします。

10月17日（日） 渡辺英夫先生による講演会の様子

秋田をまなぶ講座シリーズ２０２１

第３回「秋田をまなぶ講座シリーズ２０２１」講演会は、令和３年１０月１７日

（日）に雄勝文化会館オービオンにおいて、好評のうち無事終了いたしまし

た。ご参加いただきました皆さま、ありがとうございました。

来年度も県内各地でのセミナー開催を予定しておりますので、開催の際に

はぜひご参加ください！

放送大学秋田学習センター主催

放送大学「大学説明会」 の開催について

講座「宗家を支える佐竹苗字衆

―佐竹南家を中心に―」について
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２０２２年度第１学期単位認定試験について

学期末の視聴学習室・図書室の閉室について

２０２２年３月２７日（日）～３月３１日（木）
※新学期の開室日は２０２２年４月１日（金）からです。

単位認定試験期間までに必ず体験版の操作を行っていただくこととしておりますが、自宅
での操作体験が困難な方には、２０２２年６月上旬～７月上旬にかけ、学習センターで操作
体験機会を提供します。

Web単位認定試験体験版の操作機会提供について、学習センターごとの実施日時等詳細
は、※「学習センター受験申請書」を提出いただいた方に対し、随時ご案内を送付いたしま
すので、ご確認ください。

                視聴学習室・図書室からのお知らせ

Web単位認定試験体験版の操作機会提供について

　２０２１年１２月下旬から、Web単位認定試験システムの体験版が利用可能になります。
実際の受験の際にスムーズに操作できるよう、受験に使用する予定の端末から、２０２２

年度第１学期単位認定試験期間までに必ず体験版の操作を行ってください。

Web単位認定試験体験版について（２０２１年１２月下旬～試験期間前）

2022年度第１学期単位認定試験の実施方法な
どの詳しいお知らせは、放送大学ウェブサイト、放
送大学から送付の資料などでご確認ください。

　　　※自宅等でのWeb受験が困難な方は、申請をおこなうことで単位認定試験を学習セン
          ターで受験することができます。2022年4月1日～5月23日までに、放送大学本部か
          ら届く「学習センター受験申請書」を郵送により申請してください。

                                               　　（２０２２年６月上旬～７月上旬）

                事務室からのお知らせ

放送大学では、新型コロナウイルス感染拡大を契機に単位認定試験の実施方法の改善に
取り組んでおり、２０２２年度第１学期単位認定試験（２０２２年７月実施）については、Web受
験方式（一部科目については郵送受験方式）にて実施します。

　次学期の準備のため、閉室期間があります。

放送大学教養学部

全科履修生

氏 名 放送 太郎

学生証を

受け取り

に来てく

ださいね。
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1～3日 年始閉所日
14日 学部・大学院単位認定試験(～1/21)自宅での受験
14日 大学入学共通テストのため入構規制

15・16日 臨時閉所日（大学入学共通テストのため）
21日 単位認定試験提出期限（消印有効）
22日 第２回大学説明会（13：30～15：00）

単位認定試験期間変更に伴い、
1月の閉所日が変更となりますのでご注意ください。

13日 次学期科目登録申請受付開始（～27日郵送、～28日Web）
20日 第３回大学説明会（13：30～15：00）
24日 秋田大学前期入学試験のため入構規制(～26日）
28日 2022年度第1学期教養学部、修士選科・修士科目生出願締切（第1回）

                                        

1日 2022年度第1学期教養学部、修士選科・修士科目生出願受付開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （第2回、～15日）

11日 秋田大学後期入学試験のため入構規制（～12日）
15日 2022年度第1学期教養学部、修士選科・修士科目生出願締切（第2回）
27日 視聴学習室・図書室利用閉室（～31日）

･･･閉所日

･･･単位認定試験日(15～17日を含む)

･･･視聴学習室・図書室閉室

４月
1日 2022年度第１学期開始
9日 学位記授与式・入学者の集い（※視聴学習室・図書室は閉室）

16日 面接授業開始

※予定は変更する場合もありますので、秋田学習センターウェブサイトなどの
    広報でご確認ください。

今後のスケジュール

日 月 火 水 木 金 土

２月

日 月 火 水 木 金 土

３月

日 月 火 水 木 金 土

1月

今年も秋田学習センターを

よろしくお願いいたします。

秋田学習センター教職員一同
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